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平成２２年度国立大学法人東京海洋大学第３回教育研究評議会議事要録 

 

日 時 平成２２年６月１日（火）１５時３０分～１８時００分 

場 所 楽水会館特別会議室（品川地区） 

出席者 松山学長、竹内理事、今津理事、苦瀬理事、小川海洋科学部長、鶴田海洋工学部長、 

河野附属図書館長、上村評議員、岩坂評議員、志摩評議員、喜多澤評議員 

陪席：延東副研究科長、鈴木事務局長 

事務担当者：小池総務部長、村野財務部長、和田学務部長ほか事務関係者 

 

議 事 

議事に先立ち学長から、賞雅研究科長が出張中のため、延東副研究科長がオブザーバーと

して出席する旨の説明があった。 

 

審議事項 

１ 平成２１事業年度に係る業務実績評価及び中期目標期間に係る業務実績評価について 

竹内理事から、これまでの作業の経過等について説明があった後、資料１－１「平成２

１事業年度に係る業務の実績及び中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案）」

資料１－２「平成２０、２１年度中期目標の達成状況報告書」、資料１－３「平成２０、

２１年度中期目標の達成状況報告書（別添資料）」、資料１－４「現状分析における顕著

な変化についての説明書 教育」、資料１－５「現状分析における顕著な変化についての

説明書 研究」及び資料１－６「学部・研究科等の研究業績」により説明があり、審議の

結果、承認した。 

なお、数値が入っていないなど不完全な部分については、鋭意作業を進め、経営協議会

・役員会の議を経た上で、６月３０日までに文部科学省に提出することとした。また、学

内においては、６月１５日開催予定の大学評価委員会で最終的な案を確認してもらうこと

とした。 

 

２ 第１期中期目標期間における事業報告書について 

竹内理事から、資料２「第１期中期目標期間 事業報告書（案）」により、本資料は、

文部科学省から提出依頼を受けて急遽とりまとめたものである旨の説明があり、審議の結

果、本資料の内容で報告書作成を進めていくことを承認した。 

なお、学長から、本報告書の文章追加・補筆及び教育研究評議会等での審議については、

学長・理事に一任することとした。 
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３ 第２期中期目標期間におけるキャンパスマスタープランについて 

今津理事から資料３「国立大学法人東京海洋大学の教育研究環境の計画的整備に関する

基本的考え方（キャンパスマスタープラン）―世界最高水準の卓越した大学を目指して―」

により説明があり、審議の結果、一部文言等を修正の上、承認した。 

 

４ 第２期中期目標期間における設備マスタープランについて 

今津理事から、資料４「国立大学法人東京海洋大学における教育研究設備整備に関する

基本的考え方（案）―設備マスタープラン―」により、これまで部局長会議で意見聴取等

を進めてきた同プランについて説明があり、審議の結果、一部文言等の修正を図ることと

し、承認した。なお、修正にあたっては学長・理事に一任することとした。 

 

５ 学長選考会議委員の選出について 

学長から、資料５「学長選考会議委員の選出について」により、教育研究評議会として

学長選考会議委員を選出する必要がある旨の説明があった。続いて学長から、海洋科学部

長、海洋工学部長、海洋科学技術研究科長及び附属図書館長の４人を学長選考会議委員に

選出してはどうかとの提案があり、審議の結果、承認した。 

 

６ 「中国学位・学歴認証システム」〔ＪＡＦＳＡ（国際教育交流協議会）〕の利用につい

て 

苦瀬理事から、資料６「『中国学位・学歴認証システム』〔ＪＡＦＳＡ（国際教育交流

協議会）〕の利用について」により説明があり、審議の結果、同システムを利用すること

について承認した。 

 

報告事項 

１ 平成２３年度概算要求事項について 

今津理事から、資料７「平成２３年度概算要求事項について（案）」により報告があっ

た。なお、今後精査の上、順位付け等を行っていくことになる旨の補足説明があった。 

 

２ 国立大学法人化後の現状と課題についての意見募集（中間まとめ（案））について 

学長から、資料８「『国立大学法人化後の現状と課題について（中間まとめ（案））』

について」により報告及び意見募集に対する協力依頼があった。 

 

３ 平成２２年度大学教育・学生支援推進事業（大学教育推進プログラム）への申請につい

て 
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苦瀬理事から、資料９「平成２２年度大学教育・学生支援推進事業 大学教育推進プロ

グラム申請書」により、本プログラムに申請した旨の報告があった。 

 

４ 最先端・次世代研究開発支援プログラムへの申請状況について 

竹内理事から、資料 10「ＪＳＰＳ『最先端・次世代研究開発支援プログラム』への申請

状況について」により、本学から５件申請した旨の報告があった。 

 

５ 海洋科学技術研究科の入学定員増の周知について 

苦瀬理事から、資料 11「東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科食機能保全科学専攻及

び海洋環境保全学専攻入学定員の変更のお知らせについて（予告）」により、募集要項等

で資料のとおり周知している旨の報告があった。 

 

６ 外部資金の受入れ状況について 

竹内理事から、資料１２―１「東京海洋大学における科学研究費補助金・共同研究・受

託研究の推移（平成１７年度～平成２１年度）」及び資料１２－２「平成２２年度科学研

究費補助金 概況報告」により報告があった。 

 

７ 諸会議等の報告について 

（学長） 

・国立大学協会理事会及び同政策会議について（資料配付） 

（竹内理事） 

・大学評価委員会について 

・留学生懇談会について 

・社会貢献委員会について 

・電池推進船進水式について 

（今津理事） 

・教員の再雇用について 

・船舶運航センター運営委員会について 

（苦瀬理事） 

・全学教育委員会について 

・全学入試委員会について 

・進路対策委員会について 

・学生支援委員会について 

・学務部各課との業務打合せについて 
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８ その他 

（１）苦瀬理事から、カリキュラムにおける各種コースワーク制度について、その運用・取

扱いに統一が取れてないので、今後検討することとしたい旨の説明があった。 

（２）学長から、入試広報については、統合当初から大学名をＰＲするため精力的に行って

きた経緯があるが、今後は、学生へのアンケート等を行うなどして、効果を検証する必

要がある旨の説明があった。 

 

以上 


